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はじめに 

グリーン IT やサーバの設置スペース、運用コストの削減や既存業務システムの移行など、今や仮想化システムはテスト

環境のみならず、本番環境でも数多く導入されてきています。いまや仮想化システムは本番環境には欠かせない構成で

あり、仮想化環境ならではの容易なサーバ追加や導入コストの削減、運用効率だけでなく、物理環境同様の安定稼動や

事業継続などの付加価値の高いサービスの維持も求められています。こうした中で仮想化システムのバックアップも、より

簡単に、より効率的にデータを保護する需要が高まっています。 

 

このガイドでは、Arcserve Backup r16 for Windows (以降 Arcserve Backup と表記) を使った、仮想化システ

ム上に構築される仮想マシン（ゲスト OS）の復旧方法について、画面イメージとともに１つずつ復旧手順を説明します。 

 

本ガイドの構成 

本ガイドでは、仮想マシンの簡単な復旧方法に焦点をあて、丸ごと（全体イメージ）でハードディスクにバックアップされた

データからの復元について説明しています。 

 

 

仮想マシンの障害からの復旧 

ハードウェア障害などにより、仮想マシンが利用できなくなった場合、バックアップ データからの復旧が必要になります。

VMware などの仮想化環境は多くの本番環境やテスト環境に導入されていますが、特に本番環境ではいかに短時間

でサービスを再開できるかが鍵になります。Arcserve Backup の Agent for Virtual Machines は、僅かなステ

ップで仮想マシンの復旧ができるため、特別なスキルを身に付けることなく、短時間で簡単に仮想マシンの復旧をする

ことができます。 
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仮想マシンの障害 

仮想マシンに障害が発生した場合、本番環境を再開するために、バックアップ データから仮想マシンを復元します。 

このガイドでは、仮想マシン障害の擬似環境を作るため、仮想マシンを削除します。 

（バックアップ済みの仮想マシン: WIN2K3R2VM１ を VMwareの管理クライアントから削除します。） 
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仮想マシンの復旧 

Arcserve Backup にて、バックアップ済みの仮想マシンを復元するために、復旧処理を実施します。 

 

1. Arcserve Backupの管理コンソールである [ARCserve Backup マネージャ] を起動します。 

[ARCserve Backup マネージャ] を起動するには、Windowsの [スタート] メニューより、[すべてのプログラム] 

- [CA] - [ARCserve Backup] - [マネージャ] を選択します。 

 

 

 

 

[ARCserve Backup マネージャ] 起動前に、[デフォルト サーバ情報] の画面が表示されます。Arcserve 

Backup のインストール時に入力した carootのアカウント情報を入力し、[OK(O)] をクリックします。 

ユーザ名(U): caroot 

パスワード(P): Arcserve Backup のインストール時に入力したパスワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮想マシン 
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[ARCserve Backup マネージャ] の [ホーム] 画面が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 仮想マシンを復旧するために、[リストア マネージャ] をクリックします。 
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3. 仮想マシン専用の復旧メニューである、[仮想マシンの復旧] をプルダウン メニューから選択します。 

 

 

 

[仮想マシンの復旧] 画面が開きます。 
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4. バックアップ済みの仮想マシンが一覧表示されます。復旧する仮想マシン名を確認し、[VM 名(DNS 名)] の

欄にある  をクリックしてチェックを付けます。このガイドでは、復旧対象として WIN2K3R2VM１ を選択しま

す。 

 

 

5. 仮想マシンの復旧処理を実行します。 

[サブミット] ボタンをクリックします。 
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6. プロキシ サーバのアカウント情報を指定するため、ポップアップ画面では [いいえ] をクリックします。 

 

 

 

7. 表示された [セキュリティ] 画面でプロキシ サーバのユーザ名とパスワードを指定し、[OK] をクリックします。 
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8. 再度、[サブミット] ボタンをクリックします。 

 

 

 

9. [リストア メディア] 画面にて、仮想マシンがバックアップされたメディア情報が表示されます。このガイドでは、ハー

ド ディスクにバックアップしたデータから仮想マシンを復旧するため、このまま [OK] をクリックします。 
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10. [セッション ユーザ名およびパスワード] 画面では、このまま [OK] をクリックします。 

 

 

 

 

11. すぐに復旧処理を始めるため、[ジョブのサブミット] 画面でも、このまま [OK] をクリックします。 
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データを復旧するための [リストア マネージャ] 画面から、ジョブを監視するための [ジョブ ステータス] 画面に自

動的に切り替わり、データの復旧処理（リストア）が実行されます。 

 

 

 

 

仮想マシンの復旧プロセスが終了すると、復旧処理（リストア)が終了します。 
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仮想マシンの復旧確認 

Arcserve Backupでの復旧処理（リストア）が完了すると、VMware ESX にて仮想マシンが起動し、サービスが提供

されている状態になります。（サービス自動起動に設定されている場合） 

 

1. VMware 管理クライアントでの復旧確認 

仮想マシン: WIN2K3R2VM１ の状態が “パワーオン” になっていることを確認します。 

 

 

コンソール タブを開き、仮想マシンに Ctrl + Alt + Delete を送信します。仮想マシンにログインします。 
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Windows にログインすると、[シャットダウン イベントの追跡ツール] の画面が開きます。これは稼動状態の仮想マ

シンをバックアップし、復旧処理の中で”パワーオン”を行っているため、シャットダウン処理が 1 回抜けてしまうために

表示される画面です。[コメント(C)]欄に任意の説明文を入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

ログインした仮想マシンで、サービスの起動やデータの確認を行います。 

 

 

これで仮想マシンの復旧処理は完了となります。  
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まとめ 

仮想マシンを全体イメージでバックアップすると、復旧処理も非常に簡単になります。Arcserve Backup の Agent for 

Virtual Machines では全体イメージを [rawモード] という設定でバックアップします。復旧処理では、仮想マシンのデ

ータ復元だけでなく、VMware ESX への登録と復旧した仮想マシンのパワーオンまでの一連の処理を Arcserve 

Backup では実施します。この [raw モード] は、データ損失時に誰もが求める 「1 秒でも早くサービス開始を!」 という

要望に応えるバックアップ/復旧方法です。 
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